
■会議結果報告書■ 

 

会議名称 第５期 札幌市子どもの権利委員会 第２回委員会 

日時・会場 平成30年11月22日（木）17：00～18：30 子ども未来局大会議室 

出席委員 13人出席 

 

議題等 概要等 

議題 

 

○平成30年度子どもに関する実態・意識調査について 

・資料1～5に基づき、事務局より説明。 

○質疑・意見交換 

・問１(性別)について、男性・女性以外に「その他」を記載した方が良い。 

 －委員：ＬＧＢＴの方への配慮として、性別を問う意味づけや回答する子ど

もの状況も踏まえ、慎重に検討する必要がある。 

 －委員：札幌市としてＬＧＢＴの方への関わり方を示すことにもなる。ＬＧ

ＢＴの所管課に意見を聞くのも良いのではないか。 

 －委員：「その他」には違和感があるかもしれない。 

     「わからない」「どちらでもない」などの選択肢も考えられる。 

 －事務局：男女共同参画課への確認なども踏まえ検討していきたい。 

・大人票問５(子どもの印象)に肯定的・否定的な質問項目が混在しているのは

意図的なものか。 

 －自動的に同じ番号を回答するなどがないよう、ばらつきを持たせている。 

・大人票問15(相談機関)について、想定していない相談機関もあるかもしれな

いので、「その他」を加えた方が良い。 

 －事務局：「その他」も加える。 

・大人票問15(相談機関)について、スクールカウンセラーにスクールソーシャ

ルワーカーを加えた方が良い。 

 －委員：子ども票問14(相談相手)の「スクールカウンセラーなど」との整合

性をとった表現にした方が良い。 

・障がいのある方への配慮として、すべての漢字にルビを振った方が良い。 

 また、記載が難しい方への代筆の説明をすることが望ましい。 

 －事務局：ルビと代筆の説明について可能な限り対応する。 

ルビ付きの調査票を送付する旨を記載するなど、必要に応じてで

きる限り対応することをお知らせする方法もあると思われる。 

・特に子ども向け調査票について、回答することが何につながるのかイメージ

が伝わると動機づけになる。 

・大人票問13(子どもの悩み)について、子どもの精神衛生や不眠に関連する選

択肢を加えた方が良い。 

 －委員：心と体を分けるのは難しいので「心身のこと」とする表現もある。 

 －委員：思春期では体は元気で、心が問題になることも多いので、心と体は

別の方が良いと思われる。 

 －事務局：心と体それぞれを丁寧に聞いていく方向で検討する。 

・子ども(10-12歳)票について、「多世代交流」「文化・芸術体験」「ボランティ

ア活動への参加」「家計」「フォーラム」などの言葉は小学生には難しい。 

 －委員：「文化・芸術体験」では、美術館の鑑賞のことか正月料理なども含



むか迷うので、具体的な説明が必要と思われる。 

・子ども(10-12歳)票では、中学１年生が回答することもある中で、部活動の

記載の有無を全体的に統一した方が良い。 

・子ども(13-18歳)票問２(今の状況)に「大学」を追加した方が良い。 

・子ども票問４(居場所)の児童会館にミニ児、民間児童クラブを追加した方が

良い。 

・子ども(10-12歳)票問３(充実していると感じること)の選択肢から「アルバ

イト」は削除した方が良い。 

 －事務局：中学１年生を含め、大方アルバイトできない年齢のため削除する。 

・子ども(13-18歳)票問13で困っていることなどを聞いているので、相談先の

電話番号などがどこかに書いてあると良い。 

 －委員：相談機関の一覧を同封して送る方法もある。 

・大人票問18(権利の認知度)前段の子どもの権利の説明について、断定的な表

現のため、「子どもには～権利があります」といった表現の方が良い。 

 －事務局：「あります」「権利をもっている」など含め、検討する。 

・子ども票問10(自己評価)の「どちらかといえば」など改行を揃えた方が良い。 

・経年比較を行う質問は文言を変えずに注釈や補足で対応し、また新規の質問

はわかりやすく、今後も継続できるように考える必要がある。 

－事務局：全体として、いただいた様々なご意見を可能な限り反映する方向で

検討する。 

 

その他 ○事務局からの連絡事項 

・次回は平成31年２、３月に開催予定。 

以上  


